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ment Model Approach” American Economic Reviewを読む
Ⅲ．Jae Song, David J. Price, Fatih Guvenen, Nicholas Bloom, and Till
von Wachter［2019］“Firming Up Inequality” Quarterly Journal of
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Ⅳ．Jan De Loecker, Jan Eeckhout, and Gabriel Unger［（2020）“The
Rise of Market Power and the Macroeconomic Implications” Quar¼
terly Journal of Economicsを読む
おわりに








































dm=v・qm(a, m)・m+v・q(a, m)-u-C(m)=0 （ 2 ）
を解いたm=m*(a, v)である。なお，これは最大化のための２階の条件：
d2R









v・(qmm・m*+2qm)-C . （ 4 ）
よって，混雑効果が能力の高さとは無関係に起きるときには（qma=0），有
能なミュージシャンほど観客数が多くなる。




da m=m*(a, v)=v・qa・m*>0 （ 5 ）
だから能力の増加関数である（最初の等号は包絡線定理によるものだが，単





v・(qmm・m*+2qm)-C （ 6 ）


























Ⅱ．Marko Tervio［2008］“The Difference that CEOs Make: An Assign-





















な状況を考えよう。それぞれの能力を aiと aj，従業員数を biと bjで表わし，
ai>aj，bi>bjとする。補完性の仮定により同じ能力差でもヨリ大きな会社
において付加価値への影響が大きいので，
Y(ai , bi)-Y(aj , bi)Y(ai , bj)-Y(aj , bj) （10）
が成り立つ（図 2を参照）。これを書き直せば


























ら 100j％に位置する会社を bj社とよび，aiさんが受け取る報酬を wiで表わ
す。なお，下からの相対的な順位を表わす 100iや 100jという数字をパーセ
ンタイルと言う（図 3を参照）。





iaの分布関数 F(a) bの分布関数 G(b)
j




Y(ai , bi)-Y(aj , bi)wi-wjY(ai , bj)-Y(aj , bj). （12）
このときには，左側の不等号から











Y(ai , bj)-…wi>Y(aj , bj)-…wj （14）
このとき，補完性により
…wi-…wj<Y(ai , bj)-Y(aj , bj)Y(ai , bi)-Y(aj , bi), （15）
よって
























w(i)= i0 Ya(a( j), b( j))・a( j)dj+w(0) （21）
を得る。一例として，Y(a, b)=a・bのときには，
w(i)= i0 b( j)・a( j)dj+w(0) （22）
となる。もし a( j)=j，b( j)=â・j，â>0 のように能力と規模がパーセンタ












だから，（22）の積分において，jが 0から iまで動くと aは a(0)=¶(b(0))
から a(i)=¶(b(i))まで動いて，















Ⅲ．Jae Song, David J. Price, Fatih Guvenen, Nicholas Bloom, and Till













vari(yij(i)t)=varj œ(y・jt)+Ej[vari(yijti : j(i)=j)] （25）
1981年：0.652 ＝ 0.222 ＋ 0.430














varit(yij(i)t)={varj œ(èj)+varj(¶j)+var(œx・j・â)+2cov œ(èj , ¶j)
+2cov œ(èj ,œx・j・â)+2cov(¶j ,œx・j・â)}
+{Ej[var(èii : j(i)=j)]+Ej[varit(xit âi : j(i)=j,∀t)]
+varit(±ij(i)t)+2Ej[cov(èi , xit âi : j(i)=j,∀t)]

















を参照）。たとえば，図 5 のように，会社 1 のスキルの高い人が会社 2へ，




Ⅳ．Jan De Loecker, Jan Eeckhout, and Gabriel Unger［2020］“The
Rise of Market Power and the Macroeconomic Implications” Quar¼





















仮定するだけでいい。時点 tにおける企業 iの投入物の価格を PVt，投入量








çit≡ ∙Qit∙Vit ・ VitQit は投入物 Vitの生産弾力性，
が成り立つ。したがって，生産関数を推定して çitの値を得れば，マークアッ







上収入を増加させたことにより生じ，残り 3 分の 1が個々の会社のマーク
アップ率の上昇による；③1980年のマークアップ率の分布 {çi, 1980}iに比べて，
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